
○講師は、文章を書く専門家の信濃毎日新聞の記者の方。 

○出来事や情報を整理し、文章表現することは、自分の思考を整理して伝える 

ときや、分かりやすく児童生徒へ助言するときにも役立ちます！！ 

○文章を書くのが楽しくなると、教員の仕事がもっと楽しくなります。 

専門家の研修を受けることで、「書き手の雰囲気？」が変わるかも！！ 

 

令和５年９月２２日 

各校先生方へ 

中野・下高井教育会教師力向上委員会 

飯水教育会教師塾委員会 

令和５年度 信濃教育会教師力講座③ 

「信州教師塾③」のご案内 

 

 

 

 

 

 

  

日時：令和５年１０月１２日（木）  １５時４０分～１７時３０分  

                      

場所：各学校（Zoom 開催） 

 

講師：信濃毎日新聞社読者センター次長 山嵜 文智 氏  

    

内容：「文章力研修～子どもの姿を伝えよう～」 

＊詳細、申し込みは、別紙「信州教師塾Ｂ第３講座のご案内」を参照ください 

分かりやすく、伝わりやすい、魅力的な文章書きたいな 

学級通信や学年通信の文章、教育雑誌への原稿依頼や職員会議への 
提案文書、学習指導案作成等々、教員は何かと文章を書く機会が多くあります。 
「先生なら文章が書けて当たり前」と思われていても、分かりやすく、伝わりやすい文章を書くた

めの研修機会は案外少ないと思います。 

何を伝えたいのか、誰が読むのかという相手意識をもって文章を書くことが大切です。 
ちょっとしたコツを覚えれば、文章を書くことが楽しくなるはずです。 

 


